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る中腹都以士の地域 と,沢 筋 を骨 格 とづ る中腹部以 下の地域 とに分画 し,前 講 を択 伐区 域,

後 者を皆伐区域 として.両 区域を掌状 型に混成結 合つる もの で あるo

択 伐 区域 に論け る陽性 な ミスナ ラ林 分の群状択 伐法 による天然更 新 と,皆 伐区域 に論ける

カラマツの人工 更新 について詳細 に実験 研究を行 ない,更 新 の確 実性 を立 証す るとともに,

林 分の生長 量訟 よび収穫量 を予測 したoこ れに もとず き,択 伐区域 において は,こ の 地域 κ

広 く分布す る ミズナ ラを主要 目的樹種 とする群状択伐作業 を,皆 伐区域 においては,こ の地

域 の適 木で あるカラマツを主要 §的樹 とし,前 者の伐期令 は129庫,園 帰年 は4o醸 とし,

後者の伐期令 は40年 として,両 者 を有機的 に結 合すぺ きことを明 らかに しft。

また,本 作 業法の応 用につ いては,実 験林 と しての基準林 を設 け,そ の具体的 な実 施方 法

を示 しだo

B林 業機械に関する研究

宏 集運材用半調整式架空線集材について
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1は じ め に

今画は,集 運材用半調整式架窪線の特性 についての実験中に得 られた,固 定式架空線の

主索張力の資料を基にまとめた分につ いて報告するo集 運材嗣架空線 における もつとも重

要な問題の一つである主索張力κ関 しては理論的に,放 物線理論式 と垂曲線理論式,お よ

びそれ らの近似式が導スされ,更 に現場で も使稽可能な,簡 易な図表 も作製 されているo

本報告では,主 索張力について,こ のような理論値と実験値 との間の関僻を考察 した。

すなわち,理 論式は静的均合いの状態において成立するものであるから,現 実の状態つ

まり,あ る速度で走行 し,時 には制動されつ ＼移動する荷重を懸架する主索の張力は,当

然,理 論値 とは異なつた状態を呈するもの と推測されるoそ こで今翻は,実 験値の理論値

醐 る害姶 訟 わち(実 験値r=理論値)について考察猟 嬬

避 理 論 値

理論値は後述の瀦定条件を,放 物線理論式に代入 して求めfto



嚢 瀾 定 条 件

前報の地形条件の位置で,中 央垂下比SF職a56の 架索条件下で,荷 重5種,走 行速度

4段 階,張 力測定位麗を中央までの5等 分点めδ点としfto

Iヤ 結 論

僅か 爆種の宇央垂下比についてではあるが・以上の条件 より得た・実験値 と理論値との

関係に考察を加えたいo

そのまえに,静 的条件 と異なる主なる因子は遠'ウカ,走 行摩擦,支 点変位,ワ イヤーの

弾性檸長などが考え られるo

街 荷重;速 度の変化に対 し不規則な様相を呈する,高 速度の場合を除 ぐと荷重の増大

1共 に,比 は小さぐなつているo

{21荷 重位鐙;中 央κ近づ ぐにつれて、比は小さぐなVて いるo

{3}速 度;支 点附近では速灘が大になるにつれて,そ の比 も大 となつているが,串 央附

近になると,そ の傾向は発全に消えているo

以上の結果につき検討 し定いo

遠心力や走行摩擦よ参も,支 点変位や ワイヤーの紳長の影響がよ珍強 ぐ働いていると考

え られる。すなわち,荷 重が中央附近に接近する ときは,可 成 りの瞬間速度に達 している

と繰 焔 噛 わ らず・比(実 験値r=理論値)赫さ伽 ているのは・踊 婦 ら

アソカー部までの主紮の焼みが引き寄せられる乏同時に,支 点が中央に向つて寄せ られ,

中央垂下比が静的状態の理論値よ鱈 可成1)大 きぐなつftftめ と思われるo

支点変位,弾 性伸長などについては屋外の実験ではその測定が困難 な為,確 定的なとと

は言いがたいが,実 験値と理論値との闘係について得疫,以 上の諸性質については今後引

続いて・異なつだ勧点より検討を加える計画であるo


